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成
功
を
期
す 

 

ひ

ら

き

・

つ

な

ぎ

・

つ

む

ぐ 

会

長 

中
川 

弘
道 

 

第 44回全国海外子女教育国際理解教育研究大会（長野大会）   

兼 第 14回北信越ブロック国際理解教育研究大会 

平成 29年 8月 3日（木）～8月 5日（土） 

大会主題  

世界と子どもをひらき､つなぎ､つむぐ教育をめざして 

平
成
二
十
九
年
度

が
始
ま
っ
た
。
総
会

の
席
上
で
、
役
員
改

選
は
全
海
研
主
催
の

全
国
大
会
を
本
県
で

引
き
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
に
、
引
き
続
き
同
じ
体
制
で
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。 

果
た
し
て
こ
の
重
大
な
全
国
大
会
を
受
け
て

動
く
こ
と
が
で
き
る
か
心
配
で
あ
っ
た
が
、
第

四
十
四
回
と
い
う
歴
史
あ
る
大
会
を
成
功
さ
せ

よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
役
員
全
員
に
伺
え
、

体
制
作
り
か
ら
動
き
始
め
た
。 

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の

各
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
そ
し
て
全
海
研
の

意
向
に
沿
っ
て
ご
指
導
を
戴
い
て
、
今
夏
八
月

三
・
四
・
五
日
の
三
日
間
を
か
け
て
長
野
市
で 

 

行
わ
れ
る
。
い
ず
れ
全
国
に
そ
の
取
り
組
み
内

容
が
流
さ
れ
る
が
、
会
員
を
含
め
現
場
の
先
生

方
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

こ
こ
で
全
海
研
の
掲
げ
て
い
る
大
会
主
題
を

思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
。 

「
世
界
と
子
ど
も
を
ひ
ら
き
、
つ
な
ぎ
、
つ

む
ぐ
教
育
を
め
ざ
し
て
」
と
あ
る
。【
ひ
ら
き
】

【
つ
な
ぎ
】【
つ
む
ぐ
】
の
語
句
か
ら
伺
え
る
意

味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
そ
し

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で【
紡
い
で
行
く
こ
と
】が
、

明
日
の
教
育
に
力
と
な
っ
て
つ
な
が
る
と
考
え

た
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
何
を
目
的
と
し
て
い
る
か

で
あ
る
。 

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
ふ
ま
え
、
大
き
く

教
育
改
革
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
、

最
新
の
教
育
用
語
も
次
か
ら
次
へ
と
入
っ
て
き

て
、
現
場
で
は
そ
れ
に
関
わ
る
研
究
や
授
業
改

革
が
、
各
自
の
学
校
の
特
色
を
生
か
し
て
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
代
の
流
れ
も
急
速
に

変
化
し
、
今
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
を
要

求
さ
れ
る
現
在
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も

の
教
育
に
つ
い
て
の
在
り
方
を
国
際
理
解
教
育

と
い
う
観
点
か
ら
改
め
て
考
え
る
時
に
き
て
い

る
と
思
う
。 

長
野
大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
、
私
ど
も

の
、
か
つ
て
体
験
し
た
海
外
派
遣
教
師
集
団
の

意
識
と
認
識
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
る
。 

       

 

お
帰
り
な
さ
い
！
お
疲
れ
様
で
し
た 

帰
国
教
員 

星
野 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校 

 

両
角 

台
北
日
本
人
学
校 

飯
尾 

蘇
州
日
本
人
学
校 

辰
口 

ア
ブ
ダ
ビ
日
本
人
学
校 

鈴
木 

ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
学
校 

 

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い 

お
気
を
つ
け
て 

派
遣
教
員 

宮
下 

香
港
日
本
人
学
校
（
青
木
小
） 

小
林 

 ソ
ウ
ル
日
本
人
学
校
（
富
士
見
小
） 

相
馬 

 バ
ン
コ
ク
日
本
人
学
校
（
宗
賀
小
） 

 

小
林 

香
港
日
本
人
学
校
大
埔
校（
松
川
中
央
小
） 

北
村 

台
北
日
本
人
学
校
（
下
諏
訪
南
小
） 

川
尻 

バ
ン
コ
ク
日
本
人
学
校
（
小
谷
小
） 

シ
ニ
ア 

小
松 

 

ド
ー
ハ
日
本
人
学
校 
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派
遣
教
員
帰
国
報
告
・
壮
行
激
励
会
と 

歓
送
迎
会 

・
期
日 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
五
日
（
土
） 

・
会
場 

長
野
市
「
ホ
テ
ル
信
濃
路
」 

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 



（ 2 ） 第 63 号          長野県国際教育研究協議会 会  報        平成 29年 6 月 10 日 

台
北
日
本
人
学
校 

勤
務
を
終
え
て 

 

蘇
州
日
本
人
学
校 

勤
務
を
終
え
て 

 

ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
学
校 

勤
務
を
終
え
て 

 

ア
ブ
ダ
ビ
日
本
人
学
校 

勤
務
を
終
え
て 

 

 

松
本
市
立
島
立
小
学
校 

飯
尾  

蘇
州
日
本
人
学
校
は
、
上
海
近
郊
の
蘇
州
市

に
あ
る
小
中
併
設
の
児
童
生
徒
数
約
三
百
五
十

名
の
学
校
で
す
。 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
の
た
め
に
、

全
教
室
に
配
備
さ
れ
た
電
子
黒
板
等
が
活
用
さ

れ
、
語
学
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
育
成
の
た
め
に
中
国
語
と
英
語
に
も
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果
が
、 

現
地
理
解
教
育
等
で
活
か
さ
れ
、
中
国
語
で
現

地
の
方
と
会
話
や
交
流
が
で
き
た
と
き
の
喜
び

は
、児
童
に
自
信
と
成
長
を
も
た
ら
せ
ま
し
た
。 

蘇
州
の
地
で
中
国
の
文
化
や
人
、
日
本
各
地

出
身
の
同
僚
・
児
童
生
徒
・
保
護
者
の
方
々
と

の
出
会
い
は
、
多
く
の
感
動
と
価
値
観
に
触
れ

る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
三
年
間
の
間

に
慣
れ
親
し
ん
だ
蘇
州
日
本
人
学
校
の
や
り
方

と
国
内
の
学
校
で
の
や
り
方
に
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
空
を
見
上
げ
て
中
国
蘇
州
の
地

を
思
い
な
が
ら
、
島
立
小
学
校
で
の
よ
き
出
会

い
に
感
謝
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

        

 
 

 

長
野
市
立
通
明
小
学
校 

両
角 

 

私
は
台
北
日
本
人
学
校
在
籍
中
に
三
年
生
を

担
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
科
の
学

習
で
学
校
の
ま
わ
り
を
調
べ
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
つ
に
市
場
が
あ
り
ま
し
た
。
台
湾

の
市
場
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
豚
や
鶏

の
生
肉
が
そ
の
ま
ま
台
に
乗
せ
ら
れ
、
買
い
も

の
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
量
り
売
り
を
し
て

い
ま
す
。
顔
な
じ
み
客
に
は
お
ま
け
を
し
て
く

れ
ま
す
。
帰
国
後
、
ス
ー
パ
ー
に
行
く
と
、
豚

肉
や
鶏
肉
が
ト
レ
イ
に
入
れ
て
き
れ
い
に
陳
列

さ
れ
て
い
る
様
子
も
改
め
て
新
鮮
に
感
じ
て
い

ま
す
。 

台
湾
と
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
に
気
づ
く

こ
と
の
で
き
た
三
年
間
で
し
た
。 

 

最
近
は
県
内
で
も
台
湾
と
の
交
流
の
ニ
ュ
ー

ス
を
目
に
し
ま
す
。
ま
た
、
行
っ
て
み
た
い
国

と
し
て
と
も
に
上
位
に
入
る
日
本
と
台
湾
の
関

係
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
う
と
と
も
に
、
い
つ

ま
で
も
こ
の
関
係
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
感

謝
を
胸
に
、

目
の
前
の

子
ど
も
た

ち
の
た
め

に
引
き
続

き
頑
張
っ

て
い
こ
う

と

思

い 

ま
す
。 

 

 

箕
輪
町
立
箕
輪
北
小
学
校 

鈴
木 

ミ
ャ
ン
マ
ー
最
大
の
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
。
児
童

生
徒
数
は
園
児
も
含
め
三
年
間
で
百
人
が
二
百

人
に
倍
増
。
毎
日
が
お
祭
り
の
よ
う
な
活
気
あ

ふ
れ
る
環
境
の
中
、
中
学
部
を
担
任
し
た
私
は

「
宿
泊
体
験
学
習
」
で
生
徒
と
共
に
飛
行
機
に

乗
り
、
国
内
の
様
々
な
場
所
を
訪
れ
た
。
三
大

仏
教
遺
跡
バ
ガ
ン
。
旧
王
国
の
首
都
マ
ン
ダ
レ

ー
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
日
本
人
の
墓
地
も
参

拝
し
た
。体
験
学
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、

灌
漑
農
業
に
従
事
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
方
や
ジ
ャ

パ
ン
ハ
ー
ト
の
医
師
、
看
護
士
の
方
々
。
設
備

の
整
わ
な
い
病
院
で
現
地
の
患
者
と
ふ
れ
合
い
、

目
の
前
で
手
術
を
見
学
し
た
体
験
は
特
に
印
象

深
か
っ
た
。
私
欲
や
利
益
を
省
み
ず
、
現
地
の

方
の
た
め
に
尽
く
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
発
展
に

寄
与
す
る
そ
の
日
本
人
の
姿
が
、
感
受
性
豊
か

で
行
動
力
の
あ
る
日
本
人
学
校
の
生
徒
達
の
今

後
の
人
生
に
ど
う
影
響
し
て
く
る
か
、
今
か
ら

と
て
も
楽
し
み
で
あ
る
。 

 

箕
輪
町
立
箕
輪
中
学
校 

辰
口 

帰
国
し
て
思
う
こ
と
、
そ
れ
はE

m
ira

ti

（
現

地
の
子
で
日
本
人
学
校
に
通
っ
て
い
る
児
童
・

生
徒
）
と
学
校
生
活
を
共
に
で
き
た
こ
と
は
本

当
に
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、
私
の
考
え
方
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

「
日
本
人
学
校
で
学
ぶE

m
ira

ti

は
日
本
語

が
で
き
ま
す
。」
と
私
が
言
え
ば
、「
で
き
て
当

然
で
し
ょ
う
。」と
お
考
え
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

彼
ら
は
国
語
の
授
業
を
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に

九
年
間
学
び
ま
す
。
だ
か
ら
日
本
語
は
で
き
ま

す
。
た
だ
し
話
す
こ
と
が
流
暢
に
で
き
て
、
書

く
レ
ベ
ル
は
中
学
生
で
も
小
学
四
年
生
レ
ベ
ル

が
限
界
で
し
た
。
こ
れ
が
現
実
で
す
。 

英
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
で
す
。

そ
し
て
日
常
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
八
十
％

以
上
は
会
話
で
す
ま
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 

 

E
m

ira
ti

は
書
く
こ
と
は
苦
手
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
と
十
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
、
私
の
英
語
に
対
す
る
考
え
方
を
大
き

く
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
の
受
験
英
語
に

「S
p

ea
k

in
g

」
が
導
入
さ
れ
「L

isten
in

g

」

の
割
合
が
大
幅
に
増
え

れ
ば
・
・
・
・
・
・ 

私
と
同
じ

よ
う
に
心
が

揺
さ
ぶ
ら
れ

る
経
験
を
で

き
る
日
本
人

が
増
え
る
の

で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

 

写真：2年 1組 学習発表会
スイミーの思い出とともに 
 

写真：市場の見学  
お店の方にインタビュー 

 

写真：馬車に乗りパゴダへ向かう 
（バガンへの宿泊体験学習にて） 
 

写真：離任式での記念撮影 
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人 

学
校
勤
務
を
終
え
て 

勤
務
を
終
え
て 

 
飯
島
町
立
七
久
保
小
学
校 

星
野 

 

毎
年
、
二
百
名
近
く
の
子
が
編
入
し
、
そ
れ

と
同
数
の
子
が
学
校
を
去
っ
て
新
た
な
地
へ
旅

立
っ
て
い
く
・
・
・
。
そ
れ
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
日
本
人
学
校
小
学
部
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
校
の
特

徴
で
す
。 

出
会
い
と
別
れ
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
ク
レ
メ

ン
テ
ィ
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
友
達
に
優
し
く

接
し
、誰
と
で
も
分
け
隔
て
な
く
関
わ
り
合
い
、

穏
や
か
に
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、一
緒
に
生
活
で
き
る
今
を
大
事
に
し
、

目
の
前
の
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
ん
な
、
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
校
の
子
ど

も
た
ち
と
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
三
年
間

は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。 

今
日
も
ま
た
、
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
校
で
は
、
新

た
な
出
会
い
と
旅
立
ち
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
中
で
、
優
し
く
逞
し
く
成
長
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
、
い
つ
ま
で
も
応
援
し

て
い
ま
す
。 

 

      

                

                  

                   

写真：マーケットへ校外学習 
習った英語を使って質問も 

会計部より  会計部長 原田 （喬木村立喬木中学校） 

 

会費納入をお願いします      

年会費 2,500円となっています。振り込みまたは、大会の際にお支

払いください。昨年度は各支部長さんを中心に皆さんのお力添えをい

ただき、未納金を減らすことができました。本年度もご協力をお願い

します。  

振込先 長野県国際教育研究協議会 

ゆうちょ銀行 口座記号・番号 ００５５０－７－２８２４８  

第４４回全国海外子女教育国際理解教育研究大会（長野大会） 

     兼 第 14回北信越ブロック国際理解教育研究大会 

日程 

平成２９年８月３日（木） １２：００～１６：３０  トーキングテーブル 

 

     ８月４日（金）  ９：００～１６：３０  特定課題分科会 

 

                           

 

 

 

     ８月５日（土）  ９：００～１２：００  実践事例発表会 

              １３：００～１６：００  

講演会「グローバル化へ国際感覚を伸長させるための英語実践教育」 

講 師 信州大学名誉教授  渡邉時夫先生＆ALT 

８月６日（日）  地域巡検（松代方面） 

会場 

長野市生涯学習センター（トイ－ゴ） JR長野駅から徒歩約１０分 

 

☆是非、ご自分の学校の国際理解教育ご担当者、周囲の先生方をお誘いして、 

一人でも多くの方と一緒に参加しましょう。 

 

【グローバル化を推進するネットワーク化】【派遣経験を活かした教育活動】 

【コミュニケーション能力の育成】【親日家育成プログラムの方向性】 

【在外教育施設のありかた】 

初めての派遣への道 

再派遣・シニア派遣への道 

素材・教材化へのネットワーク 

未来にわたる在外教育施設 

編集後記  

中川会長をはじめ多くの方々に、ご多忙中、

ご執筆いただき深く感謝申し上げます。私の

周りでも、来年度から週 70 時間となる小学

校の外国語の授業はどうあったらよいのかと

話題になっています。今年の夏は全海研の長

野大会が行われるという記念すべき年となり

ました。周囲に紹介していくことで、仲間を

増やし、つながることのできるよい機会であ

ると感じています。 

（中野市立倭小学校 松井） 



 

 

平成２８年度 長野県国際教育研究協議会会計決算報告 

収 入 総 額 ９６５，４７４円             平成２９年３月２５日 提出 平成 21年 ３月 ２８日提出 

支 出 総 額 ３８６，７２５円             平成２９年３月２５日 承認 平成 21年 ３月 ２８日承認 

差 額 残 高 ５７８，７４９円  

１ 収入の部 単位：円 

項   目 予 算 額 決 算 額 備          考 

繰 越 金 292,866 292,866 前年度より    

会  費 
1,162,000 609,000 郵貯振込会費 

直接支払会費 

312,500 

296,500 

※未納会費 

※未納記念誌代 

412,500 

15,000 

雑 収 入 

10,000 63,608 セミナー資料代 

セミナー書籍代 

利子 

30,000 

3,600 

29 

弘済会助成金 

北信越ブロック開催補助金 

30,000 

40,000 

合   計 1,099,765 839,294     

2  支出の部   

項   目 予 算 額 決 算 額 備          考 

会 議 費（旅費含む） 250,000 194,520 総会・激励会・セミナー補助 53,520 役員会補助・大会旅費補助 141,000 

会報・紀要発行費 100,000 100,000     

研 修 費 100,000 47,273 夏期セミナー講師謝礼等     37,273, 北信越大会負担金 10,000 

事務局費 20,000 4,354 通信費  4,354   

情報処理費 40,000 18,960 ホームページ運営費 18,960   

積 立 金 500,000 0  

予 備 費 
454,866 

 

21,618 滝先生ご母堂様献花代 

信教お礼 

16,200 

1,800 

滝先生ご母堂お花代 

 

3,618 

 

合 計 1,464,866 386,725     

       監査の結果、領収書、通帳等適正に処理されておりました。 平成２９年３月２５日 会計監査 山下 畠山     

    40,000 

平成２９年度 長野県国際教育研究協議会会計予算  500,000 

収 入 総 額 1,560,749円 

支 出 総 額 1,560,749円 

１ 収入の部   

項   目 本年度予算額 前年度決算額 増減 備       考 

繰 越 金 578,749 292,866 285,883  

会   費 952,000  609,000 343,000 内訳    会費   2,500円×205名＝512,500円 

入会金  2,000円× 6名＝12,000円 

＊28年度未未納金 427,500円    

雑 収 入 30,000 30,000 0 補助金等 

合 計 1,560,749 931,866 628,883   

２ 支出の部     

項 目 本年度予算額 前年度決算額 増減 備       考 

会議費 250,000 194,500 55,500 総会･激励会･大会補助 50,000円 役員会補助･大会旅費補助200,000円 

会報・紀要発行費 200,000 100,000 100,000 ２４集分  

研修費 100,000 47,273 52,727 講師謝礼等  100,000円       

事務局費 20,000 4,354  15,646 郵送料等  

情報処理費 40,000 18,960 21,040 ホームページ管理費 30,000円 プリンターインク代等 10,000円 

積立金 500,000 0 500,000 40周年記念事業に備えて 

予備費 450,794 16,200 434,549 ＊予備費を増やすことで、未納金に対応。 

合 計 1,560,749 381,287 1,179,462  

  

 備 考 

8、445  

総会に


